
（仮称）菰野インター周辺地区土地区画整理事業に係る 

環境影響評価方法書に対する知事意見 

 

（総括的事項） 

１ 事業実施区域の周辺では新名神高速道路の整備等が行われており、交通形態や交通

量の変化が見込まれるため、これらを勘案した調査手法及び頻度とすること。 

 

２ 準備書の作成までに環境影響評価の項目及び手法の選定等に係る事項に新たな事

情が生じた場合には、必要に応じて、項目及び手法を見直し、追加調査を実施する

こと。 

 

３ 調査、予測及び評価を行うにあたっては、既存の文献、類似事例等を参考にしたう

えで、環境影響について可能な限り定量的な把握に努めるとともに、知見が不十分

で予測、評価に不確実性が伴う場合には、事後調査を計画すること。 

 

４ 環境保全措置の検討にあたっては、環境影響の回避・低減を優先的に検討し、代償

措置を優先的に検討することがないようにすること。 

 

（個別的事項） 

１ 水質 

事業実施区域の南側を流れる三滝川は、表流水が少ないため、現在行われている新名

神高速道路等の建設や本事業の土地の造成による水脈等への影響、供用後の雨水の流入

等による流量の変化を監視できるよう、事後調査を計画すること。 

 

２ 土壌 

 土壌調査地点については、地歴調査を慎重に実施したうえで、適切な位置を選定する

こと。 

 

３ 陸生動物 

事業実施区域内及びその周辺において、シカ、イノシシ、サル等の行動パターンや生

息状況を調査し、移動等の予測を行うこと。 

 

４ 陸生動物・水生生物・生態系 

事業実施区域内の植生は、方法書に示された現存植生図から変化しているため、現地

の状況に応じて調査地点の追加及び変更を検討すること。 

 



５ 水生生物 

水生生物の調査については、冬季を含めた年４回実施すること。 

 

６ その他（水道） 

 事業実施区域内及び周辺に存在する上水道の水源井戸に対する影響について、配慮す

べき事項を検討し、適切に対応すること。 

 


